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建設環境委員会会議録 
 
平成３０年１０月２日 火曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 １時４７分閉議（実時間１５８分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１１４号・平成２９年度八代市一般

会計歳入歳出決算（関係分） 

１．議案第１１９号・平成２９年度八代市農業

集落排水処理施設事業特別会計歳入歳出決

算 

１．議案第１２０号・平成２９年度八代市浄化

槽市町村整備推進事業特別会計歳入歳出決

算 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  中 村 和 美 君 

副委員長  百 田   隆 君 

委  員  太 田 広 則 君 

委  員  谷 川   登 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  堀   徹 男 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 監査委員      江 﨑 眞 通 君 

 会計管理者     秋 田 壮 男 君 

 市民環境部長    潮 崎   勝 君 

  市民環境部次長  稲 本 俊 一 君 

 建設部長      松 本 浩 二 君 

  建設部次長    楠 本 研 二 君 
 
  建設部理事兼 
           下 村 孝 志 君 
  建築住宅課長 
 

  土木課長     西   竜 一 君 

  下水道総務課長  久木田 昌 一 君 

                              

○記録担当書記     上 野 洋 平 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（中村和美君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり） 

 定刻となり、定足数に達しておりますので、

ただいまから建設環境委員会を開会いたしま

す。 

 本日は、本委員会に付託されました決算議案

につきまして、閉会中審査を行うことといたし

ております。 

 審査に入ります前に、まず、決算審査の進め

方について御説明いたします。 

 まず、審査方法についてですが、これは９月

２１日の本委員会でも報告いたしましたが、ま

ず一般会計決算の歳出及び各特別会計決算の歳

出の審査については、「平成２９年度における

主要な施策の成果に関する調書及び土地開発基

金の運用状況に関する調書」に基づいて、ま

た、各特別会計の歳入の審査については、「平

成２９年度八代市特別会計歳入歳出決算書」に

基づいて説明を聴取し、「監査委員からの審査

意見」も含めたところで質疑を行うことといた

しております。 

 また、審査の流れといたしましては、それぞ

れの決算ごとに質疑、討論、採決を行う予定と

しております。 

 そのほか審査方法については、お手元に配付

しておりますような方法で進めさせていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、審査の日程についてですが、事前に配

付の日程表のとおり、審査の進行によっては、

予定している審査項目を来週９日火曜日の予備

日に繰り越すことも考えられます。 
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 以上、本委員会の審査がスムーズに進みます

よう、委員の皆様方の御協力をお願いいたしま

す。 

                              

◎議案第１１４号・平成２９年度八代市一般会

計歳入歳出決算（関係分） 

○委員長（中村和美君） それでは、本委員会

に付託されております決算議案３件の審査に入

ります。 

 まず、議案第１１４号・平成２９年度八代市

一般会計歳入歳出決算中、当委員会関係分を議

題とし、執行部より説明を求めます。 

 それでは、第４款・衛生費及び第１０款・災

害復旧費中、市民環境部関係分について市民環

境部から説明願います。 

○市民環境部長（潮崎 勝君） 皆さん、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）市民環境部の潮崎です。 

 平成２９年度一般会計決算審査に当たりまし

て、市民環境部が所管いたします主な施策につ

きまして、まず総括させていただきます。座っ

て説明させていただきます。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○市民環境部長（潮崎 勝君） それでは、総

括の内容でございますが、まず歳出決算の概要

について、次に施策の概要としまして、環境保

全関連、環境施設関連、環境センター建設事

業、廃棄物処理関連の５点について総括いたし

ます。 

 まず１点目、歳出決算の概要についてです

が、お手元にございます平成２９年度における

主要な施策の成果に関する調書・その１の１１

ページをごらんください。よろしいでしょう

か。 

 それでは、上段の目的別の４番・衛生費につ

いて御説明いたします。 

 なお、衛生費につきましては、健康福祉部所

管分と市民環境部を含めた決算額が記載してお

ります。 

 衛生費の予算現額は、――よろしいでしょう

か、左から３番目、１６０億５８１５万１００

０円、支出済額が９４億８０７１万６０００

円、翌年度への繰越額が６３億４０１９万４０

００円となっております。予算の執行率は９

７.６％で、歳出額に対する構成比は１４.４％

でございます。 

 また、前年度平成２８年度決算額が６５億１

６０万６０００円でありますので、前年度比較

では２９億７９１１万円、４５.８％の増とな

っております。これは、環境センター建設事業

の進捗を図ったためでございます。 

 なお、各事業ごとの決算につきましては、後

ほど稲本次長に説明いたさせます。 

 次に２点目、環境保全関連でございます。 

 環境基本法で言う典型７公害と言われます事

象の中で、市の自治事務でございます騒音、振

動、悪臭対策を実施したほか、市内各事業所と

締結しております環境保全協定等を運用し、良

好な生活環境が保全されるよう、公害規制や指

導事務などを継続的に実施しております。 

 九州新幹線の騒音、振動につきましては、開

業以来、騒音・振動測定を実施し、環境基準の

超過が引き続き確認されましたことから、昨年

１０月４日に、結果の公表にあわせて、鉄道・

運輸機構及びＪＲ九州に対しまして、文書で環

境基準の達成などについて要請を行っておりま

す。 

 そのほか、地球温暖化対策の一環として、平

成２１年度から取り組んでいる、市民の個人住

宅に対する太陽光発電システム設置費補助につ

きましては、平成２９年度からは、蓄電池に対

する補助を追加し、再生可能エネルギーの普及

とともに、その利用促進を図ってきたところで

ございます。 

 また、球磨川河口の干潟につきましては、国

際的な自然環境の保護基準を満たしていること
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から、いわゆるラムサール条約の登録に向けた

調査を平成２９年度から取り組んだところでご

ざいます。 

 次に３点目、環境施設関連でございます。 

 平成２９年度時点で運用している施設は、斎

場、清掃センター、し尿処理施設、浄化槽汚泥

処理施設でございます。 

 斎場は、昭和５５年の供用開始から３７年が

経過しており、老朽化が進んでおりますことか

ら、炉の修繕などを計画的に行い、施設の延命

化に努めております。 

 清掃センターは、昭和５０年の供用開始から

４２年が経過しておりますが、御承知のとお

り、平成３０年６月末日をもってごみの受け入

れを終えております。 

 し尿処理施設は、昭和３５年の供用開始から

５７年が経過しており、最も老朽化が進んだ施

設でございますので、計画的な修繕や改修を行

い、適切な維持管理に努めております。 

 浄化槽汚泥処理施設は、平成１８年の供用開

始で、１１年が経過しております。他の施設に

比べて新しい施設と言えます。今後、当該施設

に搬入される浄化槽汚泥の増加が見込まれるた

め、処理能力が低下しないよう適切な維持管理

が必要と考えております。 

 次に４点目、環境センター建設事業でござい

ます。 

 平成２９年度については、環境センター施設

本体工事の進捗を図ったところでございます。

工期については、熊本地震の影響により、平成

３０年９月末日まで延長することとなりました

が、ＤＢＯ事業及び市直轄事業ともに、地上建

設部の工事は順調に進み、プラント設備や機器

類の設置まで終了させたところです。 

 また、市内北部４町のごみをクリーンセンタ

ーから環境センターへ受け入れを変更すること

に必要な生活環境事務組合の規約変更につきま

しては、八代市、氷川町、生活環境事務組合そ

れぞれの議会の御承認をいただき、無事、規約

変更を終えることができました。 

 なお、環境センターは、本年７月から市内全

域のごみ受け入れを開始し、１０月から本格稼

働となっております。 

 最後に５点目、廃棄物処理関係でございま

す。 

 平成２８年熊本地震による損壊家屋等解体支

援事業につきましては、平成２９年度まで実施

したところでございます。平成２９年度の解体

棟数は１５２棟で、２年間を通じて合計２９３

棟の解体の支援を行いました。うち自費の解体

が１９棟でございます。 

 また、千丁支所管内の収集運搬業務委託に関

する２件の裁判も、年度末までに熊本地裁での

２７回にわたる口頭弁論が終了いたしました。

その後、平成３０年５月３０日に、２件とも八

代市の全面勝訴の判決をいただきましたが、相

手方が控訴されている状況です。 

 このほか、二見と昭和にあります旧クリーン

アメニティの産廃処分場に関する破産管財人及

び熊本県の協議も活発化し、市が保管しており

ました資金の使用目的などを定めた和解契約書

を破産管財人と取り交わしました。その後、平

成３０年７月１７日に、県を立会人とし、破産

管財人、新会社、八代市で新たな管理協定を締

結したところでございます。 

 最後に、清掃センターの管理運営におきまし

ても、熊本地震による施設災害を受けました

が、被害程度の調査や緊急補修、さらに廃棄物

の場外処理先の確保などを行い、産業廃棄物処

理業務の停滞が生じないよう努めてまいりまし

た。結果的に、年間３１４日の稼働を行い、３

万２２３９トンの可燃ごみと５５７９トンの資

源物の処理を行いました。 

 焼却量については、炉の整備補修や調整を施

しながら、１日当たりの焼却量を平均８６トン

とすることができ、センターでの焼却量を増加
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させたことで、民間への業務委託費を軽減する

結果となっております。 

 以上で説明を終わりますが、市民環境部が所

管する環境部門への施策につきましては、環境

課、循環社会推進課、環境センター建設課、環

境センター管理課の４課が相互に連携を図り、

市民の皆様の日々の生活と大きなかかわりを持

つ業務であるということを認識し、さらなる本

市の環境行政の推進に努めてまいります。 

 以上、市民環境部が所管します一般会計決算

の総括とさせていただきます。 

○市民環境部次長（稲本俊一君） 皆さん、お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）市民環境部の稲本でございま

す。本日はよろしくお願いいたします。座らせ

て説明をさせていただきます。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○市民環境部次長（稲本俊一君） まず、平成

２９年度における主要な施策の成果に関する調

書・その１及び平成２９年度一般会計歳入歳出

決算書を用いまして、市民環境部所管分の衛生

費と災害復旧費に関する主要な事業について説

明をいたします。 

 主要な施策の成果に関する調書の説明は、ま

ず表中の左上にある事務事業名を申し上げま

す。そして、事業の内容、決算額、特定財源及

び不用額、今後の方向性の順で順次説明を行い

ます。最後に、決算書で主な流用額の説明を行

います。 

 それでは、主要な施策の成果に関する調書の

７５ページをお開きください。７５ページをお

開きください。よろしいでしょうか。 

 それでは、まず上段の斎場施設整備事業でご

ざいます。 

 この事業は、松崎町にあります八代市斎場

は、昭和５５年の供用開始から３７年が経過し

ており、施設の老朽化が進んでおりますので、

計画的な改修を行いながら、施設の運転維持に

努めております。 

 決算額は８５２万１０００円で、高圧受変電

設備機器更新５７万２０００円、火葬炉設備等

修繕６８３万６０００円などの改修費と、火葬

設備等保守点検業務委託４６万４０００円の委

託料が主なものでございます。 

 今後の方向性については、施設の延命化計画

に基づき、これまでどおり安定的な運転と維持

管理の継続が必要なことから、現行どおり市に

よる実施としております。 

 下段の狂犬病予防対策事業でございます。 

 この事業は、犬の登録や狂犬病の予防注射済

票の交付及び狂犬病予防の集合注射などを市内

各所の会場にて行うものでございます。 

 決算額は２４４万１０００円で、臨時職員の

賃金や社会保険料４９万３０００円、鑑札、狂

犬病予防注射済票など１５万５０００円、獣医

師会畜犬登録事務手数料９０万９０００円が主

なものでございます。 

 なお、その他特定財源２４４万１０００円

は、犬の登録及び狂犬病予防注射済票の交付手

数料でございます。 

 不用額は９６万８０００円生じております

が、動物病院での犬の登録や狂犬病予防注射済

票の交付件数が予定より少なかったことによる

委託料の残や、野犬捕獲実施校区がなかったこ

とによる報償費の残などが主な理由でございま

す。 

 今後の方向性としましては、現行どおり市に

よる実施としております。 

 次に、７６ページの上段をお願いいたしま

す。 

 小型合併処理浄化槽設置整備事業でございま

す。 

 この事業は、建設部の所管する事業でござい

ますが、衛生費に属しますので、私のほうから

説明をさせていただきます。 

 この事業は、生活排水による水質汚濁を防止
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するため、公共下水道事業や農業集落排水事業

及び浄化槽市町村整備推進事業などの事業区域

以外の地域において、合併処理浄化槽を個人で

設置する市民に対し補助を行うものでございま

す。 

 決算額は５０１０万４０００円で、５人槽か

ら１０人槽までの計１３０基分に対する補助金

４８３１万円が主なものでございます。 

 なお、特定財源として、国庫支出金１７９６

万６０００円、県支出金１６１０万３０００円

を充当しております。 

 また、不用額１６５９万７０００円が生じて

おりますが、これは、浄化槽設置見込み１７４

基に対し、実際の設置数が１３０基となったた

めであります。 

 今後の方向性についてですが、個人による合

併処理浄化槽設置を後押しする本事業は、人口

が集中する区域以外では、経済的かつ効果的な

支援策でございますので、今後も引き続き推進

していく必要があり、現行どおり市による実施

としております。 

 下段の環境保全対策事業でございます。 

 この事業は、主に公害発生源に対する調査と

して、工場排水や悪臭、騒音、振動等の調査を

実施するものでございます。 

 決算額は５５３万６０００円で、九州新幹線

鉄道騒音・振動調査業務委託１５０万２０００

円、大気汚染監視局維持管理業務委託１３３万

５０００円などが主なものでございます。 

 特定財源の国県支出金１７万６０００円は、

県からの権限移譲事務市町村交付金でございま

す。 

 不用額３１万６０００円は、業務委託の入札

残が主なものでございます。 

 今後の方向性については、市に権限が付与さ

れた公害規制業務を中心に、定期的、継続的に

調査等を実施し、公害の未然防止や環境負荷の

低減に対する継続的な対応が必要なことから、

現行どおり市による実施としております。 

 次に、７７ページの上段の地球温暖化対策推

進事業でございます。 

 この事業は、家庭における温室効果ガスの排

出削減を図るため、住宅用太陽光発電システム

や蓄電池設置に対する補助を行うほか、地球温

暖化問題に関する啓発を実施するものでござい

ます。 

 決算額は１１９４万円で、住宅用太陽光発電

システムなど設置費補助金１０３４万８０００

円が主なものでございます。 

 不用額１８万６０００円は、太陽光発電シス

テム等設置費補助金に関して、年度末に申請取

り下げが２件ありましたことが、その主な理由

でございます。 

 今後の方向性については、平成２９年度から

住宅用太陽光発電システムへの補助に加え、補

助対象設備に蓄電池を追加したところでござい

まして、当面はこの補助制度の周知や活用促進

を図ることが必要との考えから、現行どおり市

による実施としております。 

 次に、７８ページの上段の環境センター建設

事業でございます。 

 この事業は、老朽化した清掃センターにかわ

り、新たな一般廃棄物処理施設として八代市環

境センターを建設し、これに伴う調査等の業務

委託を行うものでございます。 

 決算額は５９億７７６６万８０００円で、工

事費として、エネルギー回収推進施設工事につ

いては、現年分が２４億２０５９万２０００

円、市有施設整備基金対応分が８億７２００万

円、繰り越し分が１１億３６８万３０００円の

合計４３億９６２７万５０００円、マテリアル

リサイクル推進施設管理棟車庫洗車棟工事につ

いては、現年分が８億２５０６万９０００円、

繰り越し分が７億１００１万円の合計１５億３

５０７万９０００円が主なものでございます。 

 翌年度への繰越額は６３億３７６３万５００
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０円で、そのうち現年分が繰越明許費４３億７

２５万２０００円、継続費の繰り越しである逓

次繰越費が２０億１８９３万１０００円、繰り

越し分の逓次繰越費が１１４５万２０００円と

なっております。これは、熊本地震の影響で工

事期間を延長したのが理由でございます。 

 不用額８９万円は、重機類の備品購入費の入

札残２８万６０００円が主なものでございま

す。 

 財源内訳は、国庫支出金として、循環型社会

形成推進交付金１０億６６６７万円、二酸化炭

素排出抑制対策事業費等補助金９４３万６００

０円、地方債として、合併特例債現年分が２０

億９６５０万円、繰り越し分が９億１７６０万

円の合計３０億１４１０万円、その他特定財源

として、市有施設整備基金繰入金８億７２００

万円となっております。 

 なお、この財源内訳の国庫支出金と基金繰入

金のそれぞれの欄にある括弧書き、決算書の決

算額との差額は３０年度への繰越充当財源、に

つきましては、総務委員会での歳入決算の審査

内容となっております。 

 今後の方向性ですが、平成３０年１０月の環

境センター供用開始に向けて、現行どおり市に

よる実施としております。 

 下段の廃棄物処理対策事業でございます。 

 この事業は、昭和、二見、坂本地区にある廃

棄物最終処分場の周辺環境調査及び敷川内環境

保全用地近隣の地下水の調査、そのほかに不法

投棄や野焼きの巡回と監視などを実施するもの

でございます。 

 決算額は５８９万７０００円で、不法投棄監

視指導員２名分の賃金３０２万２０００円、最

終処分場周辺の地下水分析等委託５９万２００

０円が主なものでございます。 

 なお、特定財源で、県の補助金２２万１００

０円を充当しております。 

 不用額４７万円は、不法投棄監視指導員の賃

金残などでございます。 

 今後の方向性についてですが、本事業は住民

の生活環境への不安解消のために必要であるこ

と、また、不法投棄監視指導員については、事

案発生の抑止効果などの観点から、現行の体制

のまま継続する必要があることなどの考えか

ら、現行どおり市による実施としております。 

 次に、７９ページ、７９ページの下段のごみ

処理施設管理運営事業でございます。 

 この事業は、中北町の清掃センターにおい

て、一般廃棄物の適正な焼却と処分及びごみ焼

却関連施設や資源化関連施設などの適正な維持

管理を図りながら、ごみの焼却処分と資源物の

リサイクル化の業務を行うものであります。 

 決算額は４億９４４７万８０００円で、焼却

処理施設運転管理業務委託１億４２１３万９０

００円、資源化物処理・資源化施設管理業務委

託３７８１万１０００円、焼却灰等の処分業務

委託１億１１２８万４０００円、可燃性一般廃

棄物処理業務委託３９８６万２０００円、資源

物減容機等運転及び資源ストックヤード管理、

一般搬入受付業務委託３７１６万３０００円が

主なものでございます。 

 その他特定財源３億３４９８万５０００円

は、搬入ごみ処理手数料収入１億２６３０万１

０００円、有料指定袋処理手数料収入２億８５

８万円が主なものでございます。 

 不用額６２８９万円は、焼却灰の発生が少な

かったことによる最終処分費用の残額１４２７

万３０００円、高度排ガス処理に使用する薬品

等の使用が減少したことによる消耗品費の残額

６１４万９０００円、そのほかに業務委託の入

札残などが主なものでございます。 

 今後の方向性については、清掃センターから

環境センターへのスムーズな業務移行を行い、

適正な一般廃棄物の処理処分を実施する必要が

ございますので、現行どおり市による実施とし

ております。 



 

－7－

 次に、８０ページの上段のごみ処理施設整備

事業でございます。 

 この事業は、老朽化した清掃センターのごみ

処理施設について、環境センターの完成まで適

切な維持管理を行い、焼却能力の低下を防ぐた

め、整備、修繕を行うものであります。 

 決算額は６０６６万３０００円で、焼却炉分

解整備修繕３０２４万円、焼却炉の煙道崩落に

係る緊急停止による清掃センター１号炉煙道修

繕３７２万６０００円、ごみ供給クレーン分解

整備修繕１４８万６０００円が主なものでござ

います。 

 不用額３１９１万４０００円は、清掃センタ

ーが閉鎖になることから、コスト削減のため整

備を必要最小限にとどめたことによる残額及び

入札残などが主なものでございます。 

 今後の方向性は、清掃センターの確実な閉鎖

業務を行い、施設の適正な維持管理に努めるこ

とが必要と考え、現行どおり市による実施とし

ております。 

 下段のごみ収集管理事業でございます。 

 この事業は、各家庭から排出される一般廃棄

物を、ステーション方式の収集体制を採用する

ことにより、計画的かつ効率的に収集するもの

であります。 

 決算額は２億７８９３万８０００円で、有料

指定袋の作製費５０４３万７０００円、販売手

数料１０２３万８０００円、販売代金収納業務

委託１５１６万５０００円、本庁、各支所所管

の収集業務委託６件を合わせまして１億９３２

４万６０００円が主なものでございます。 

 なお、その他特定財源１７７４万２０００円

は、再資源化物販売代金納付金１６５３万５０

００円が主なものでございます。 

 不用額９８２万４０００円は、各種業務委託

の入札残が主なものであります。 

 今後の方向性ですが、収集業務は既に民間業

者に全てを委託しておりますが、車両管理業務

の民間委託を図る必要があることから、市によ

る実施（民間委託の拡大、市民などとの協働な

ど）としております。 

 次に、８１ページの上段の分別収集事業でご

ざいます。 

 この事業は、各家庭から排出された資源ごみ

をステーション方式で収集することにより、一

般廃棄物の最終処分量の削減及び循環型社会の

形成を図るものでございます。 

 決算額は１億６４３５万８０００円で、本庁

管内の資源物収集運搬業務委託１億３０２４万

８０００円、鏡支所の資源物収集業務委託１８

６４万６０００円が主なものでございます。 

 その他特定財源６４万２０００円は、再商品

化合理化拠出金でございます。 

 不用額４９９万２０００円は、資源物収集運

搬業務委託の入札残が主なものでございます。 

 今後の方向性については、ごみ収集管理事業

と同じく、収集業務は既に民間業者に全部委託

しておりますが、車両管理業務の民間委託を図

る必要があることから、市による実施（民間委

託の拡大、市民などとの協働など）としており

ます。 

 続きまして、８３ページ、８３ページの上段

のし尿処理施設整備事業でございます。 

 この事業は、衛生処理センターの維持管理上

の安全性の確保及びし尿の適正処理を行うこと

により、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を

図るものでございます。 

 決算額は１２３１万２０００円で、機器耐震

化工事設計業務委託５９４万円や脱硫剤取替修

繕２１３万９０００円、破砕機他点検整備委託

１６４万２０００円が主なものでございます。 

 不用額２０８万４０００円は、業務委託の入

札残が主なものでございます。 

 今後の方向性については、現行どおり市によ

る実施としております。 

 下段の浄化槽汚泥処理施設管理運営事業でご
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ざいます。 

 この事業は、浄化槽汚泥処理施設において、

本庁管内で発生する浄化槽汚泥を適切に処理

し、円滑な施設管理運営を行うものでありま

す。 

 決算額は１億１３４６万４０００円で、下水

道使用料１６７２万円、浄化槽汚泥処理施設運

転管理業務委託３０２３万６０００円、脱水汚

泥収集運搬・中間処理業務委託３６８２万３０

００円が主なものでございます。 

 不用額６０４万４０００円は、各種業務委託

の入札残、及び汚泥の発生量が当初の見込みよ

り少なく、中間処理量が削減できたことが主な

理由でございます。 

 今後の方向性については、浄化槽汚泥処理の

必要性が今後も続くことから、現行どおり市に

よる実施としております。 

 続きまして、災害復旧費関係の事業を御説明

いたします。 

 １８６ページをお開きください。１８６ペー

ジです。 

 上段の熊本地震損壊家屋等解体撤去事業（繰

越分）でございます。 

 この事業は、熊本地震による損壊家屋等を所

有者にかわって市が解体し、その際に発生する

廃棄物については、仮置き場に分別して集積

し、その後、運搬と処分を行うものでございま

す。 

 本事業は、罹災証明の発行状況などを考慮

し、受け付け期間を平成２８年１２月２８日ま

でとしましたことから、平成２８年、２９年度

の２年間で事業を実施することになりました。 

 事業申請数は３０６件でしたが、最終的な補

助対象件数は２７１件で、解体した家屋数は、

平成２８年度が１４１棟、平成２９年度が１５

２棟、合計で２９３棟でございました。 

 平成２９年度の決算額は８億９３８万９００

０円で、災害廃棄物受入及び処分業務委託３億

５８５３万７０００円、解体・撤去・処分業務

委託４億２１５３万円、現地調査等業務委託２

５５７万１０００円、リース料３３１万３００

０円が主なものでございます。 

 特定財源の国庫支出金４億４７７万４０００

円は、災害等廃棄物処理事業費補助金でござい

ます。 

 不用額は、３億５３６０万７０００円です。

これは、２カ年分の事業費を積算したときまで

には、家屋解体申請のあった全ての家屋調査が

完了しておらず、最終的な家屋調査や申請内容

の審査を行って事業を完了した結果、対象家屋

数の減少や処分経費等の不用額が発生したもの

でございます。 

 今後の方向性ですが、本事業が熊本地震の復

興対策事業であり、平成２９年度で終了した事

業であることから、不要（廃止）としたところ

でございます。 

 最後に、流用について、決算書を用いて説明

いたします。 

 なお、流用につきましては、１件１０万円以

上の流用を行った案件について説明させていた

だきます。 

 それでは、決算書１４０、１４１ページをお

開きください。１４０、１４１ページをお開き

ください。 

 款４・衛生費、項１・保健衛生費、目２・予

防費の右側、備考欄でございます。 

 節１３・委託料より、款４・衛生費、項１・

保健衛生費、目３・斎場管理費、節１１・需用

費へ１００万２０００円を流用しております。 

 これは、斎場火葬業務において、必要な火葬

炉の燃料である灯油の単価上昇により、予算が

不足したため流用したものでございます。 

 同じく次の段で、節１３・委託料から、款４

・衛生費、項１・保健衛生費、目３・斎場管理

費、節１９・負担金補助及び交付金へ３９万４

０００円と、目３・斎場管理費、節１１・需要
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費から、節１９・負担金補助及び交付金へ１９

万２０００円、また、節１３・委託料から、節

１９・負担金補助及び交付金へ２万１０００円

を流用しております。 

 これは、八代市と氷川町の住民が市斎場と組

合斎場を同一料金で利用できるようにする斎場

相互利用負担金の八代市負担分において、当初

予定の件数より増加したため、予算が不足し流

用したものでございます。 

 また、１４２ページ、１４３ページの目３・

廃棄物対策費、節１８・備品購入費から、節１

１・需用費へ５４万９０００円を流用しており

ます。 

 これは、不用額を、環境センターのごみ受け

入れ開始に伴う周知用印刷物を作成するため流

用したものでございます。 

 また、目３・廃棄物対策費、節１８・備品購

入費から、節１３・委託料へ３４２万１０００

円流用しております。 

 これは、重機類購入の入札残の不用額を、熊

本地震の影響により工期を延長した設計施行管

理業務委託の増額分へ流用したものでございま

す。 

 また、次のページの１４４、１４５ページの

目５・塵芥処理費、節１３・委託料から、節１

８・備品購入費へ４８万４０００円流用してお

ります。 

 これは、収集車両購入の際に入札不調とな

り、再度の入札に付すに当たって予算が不足し

たため流用したものでございます。 

 また、目５・塵芥処理費、節１３・委託料か

ら、前のページの１４２、１４３ページの目３

・廃棄物対策費、節１３・委託料へ６４万８０

００円流用しております。 

 これは、平成２９年６月に、株式会社クリー

ンアメニティの破産管財人から、二見産業廃棄

物最終処分場に関する維持管理基金を市が管理

していたことについて、否認請求の申し立てが

提起されたため、弁護士に係争解決の委託を行

ったことに関する支出でございます。 

 二見産業廃棄物最終処分場の維持管理基金

は、破産処理後の当該施設を管理するための重

要な原資となることから、破産管財人との和解

協議を行い、本市より維持管理基金の使途につ

いて二見処分場に限定することとした条件を付

して、和解書の取り交わしを行いました。 

 予算措置といたしましては、当初に否認請求

の申し立ての提起に関する想定がなかったた

め、予算流用にて対応したものでございます。 

 最後に、２０８、２０９ページをお願いいた

します。２０８、２０９ページをお願いいたし

ます。 

 熊本地震損壊家屋等解体撤去事業（繰越分）

の実施に当たり、流用を行っております。 

 款１０・災害復旧費、項４・厚生施設災害復

旧費、目２・衛生施設災害復旧費の右側の備考

欄でございまして、節１３・委託料から、節１

４・使用料及び賃借料へ１１２万１０００円流

用しております。 

 これは、事業工期を延長したことに伴う仮設

トイレや敷鉄板のリース料の予算が不足したた

め流用したものでございます。 

 以上をもちまして、市民環境部所管の決算に

関する説明を終わります。御審議のほどよろし

くお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。いいですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ないようでございま

すので、ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（中村和美君） なければ、以上で第

４款・衛生費及び第１０款・災害復旧費中、市

民環境部関係分についてを終了します。 

 執行部の入れかわりのため小会いたします。 

（午前１０時４８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時４９分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、第７款・土木費、第１０款・災害復旧

費及び第１２款・諸支出金中、建設部関係分に

ついて、一括して建設部から説明を願います。 

○建設部長（松本浩二君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

建設部長の松本でございます。 

 平成２９年度八代市一般会計決算のうち、建

設部が所管します第７款・土木費、第１０款・

災害復旧費及び第１２款・諸支出金における総

括を述べさせていただきます。着座にて説明さ

せていただきます。失礼します。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○建設部長（松本浩二君） 平成２９年度は、

２８年度に発生しました熊本地震からの復旧・

復興を念頭に入れた施策を展開し、八代市復旧

・復興プランと、市の基本施策の実現に向けた

災害に強いまちづくりを柱に据え、４つの項目

の推進、実現に向けて、ハード事業とソフト事

業の両面から精力的に取り組んでまいりまし

た。 

 まず、１点目の熊本地震からの民間住宅施設

及び公共土木施設の早期復旧では、平成２８年

１１月時点で、熊本地震で市が管理する道路１

０４カ所、下水道１１カ所、公園２４カ所、公

営住宅４７カ所など、合計１８９カ所の被害が

確認されております。 

 また、住家では、全壊１７棟、大規模半壊３

５棟、半壊及び一部損壊２３９５棟の合計２４

４６棟の被害が確認されております。 

 特に被災箇所が多い道路では、２８年度から

の復旧対策を継続して取り組むことで、残って

おりました道路３路線４カ所の復旧を８月には

完了いたしました。 

 また、民間住宅施設に対しましては、地域防

災がけ崩れ対策事業や被災住宅再建支援事業、

被災宅地復旧支援事業などにも積極的に取り組

み、市民の安心・安全の確保を最優先課題とし

て、市民に寄り添った施策の展開にも力を注い

だ１年でございました。 

 次に、２点目の市民生活と経済活動を進める

災害に強い社会基盤の整備推進では、熊本地震

被災直後から、地域の防災、安全・安心の確保

のためには、幹線道路ネットワークの重要性が

叫ばれる中、２９年４月に供用開始しました西

片西宮線では、引き続き南側の２工区に着手い

たしました。 

 また、南部幹線でも、２９年３月の市施行区

間の供用開始に引き続き、県施行区間の事業促

進を県と国に強く要望をいたしました。 

 特に災害時においては、交通ネットワークの

多重化の確保が重要であり、幹線道路網の強靱

化にもつながりますことから、新八代駅へのア

クセス強化と東西の幹線軸形成を目的に、千丁

町の新牟田西牟田線を防災・安全交付金で、川

田町西の竜西東西１２号線を社会資本整備総合

交付金で取り組み、平成２９年度末の進捗率

が、新牟田西牟田線が３６.３％、竜西東西１

２号線が８.６％の状況で、２路線ともに２０

２２年度を完成目標として事業促進に努めてい

るところです。 

 この２本の市道は、現在、県で施行中のＪＲ

鹿児島本線をまたぐ県道新八代停車場線とそれ

ぞれが東西両端で接続し、完成後には１本の東

西アクセス道路としての機能が発揮されますこ

とから、大いにその効果が期待されるところで

す。 

 次の３点目、安全で快適な住環境の形成に向

けた空き家対策の施策推進では、空き家本体の
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老朽化等を原因とする倒壊や飛散による被害、

浄化槽の破損や汚水の流出、敷地内への不法投

棄や植栽の繁茂による害虫の増殖や道路通行上

の支障など、個人の財産とはいえ、空き家が周

辺に与える影響が社会問題になっていることを

踏まえ、平成２７年に空き家対策特別措置法が

施行されました。 

 そこで本市では、除却に対する補助を行う老

朽危険空き家等除却促進事業と、空き家の利活

用策として空き家バンク事業に取り組んでおり

ます。 

 老朽危険空き家等除却促進事業では、例年、

予定戸数を上回る申し込みがなされ、２９年度

は、前年度からの繰り越しも含めて８２件の除

却に対する補助を行い、周辺の生活環境の改善

効果は確実に上がってきています。 

 また、空き家バンク事業では、２９年度か

ら、固定資産税納税通知書に本制度のチラシを

同封するなど、事業周知に力を入れて取り組ん

でおります。 

 最後の４点目、新庁舎を核とした中心市街地

のまちづくりの推進では、新庁舎建設を契機と

して、周辺道路整備や近隣地域の活性化に寄与

するための基礎調査と方針検討を進めました。 

 まず、道路では、これまで庁舎敷地の土地利

用に大きく影響を与える都市計画道路中央線の

ルートについて、課題を整理するとともに、周

辺道路の交通量調査から将来推計までの検討を

加えたことで、新庁舎が建設されても、現在の

交差点配置と形状を変更するほどの負荷はかか

らないとの結果が得られ、今年３月に本委員会

へ報告したところでございます。 

 また、景観計画策定事業では、市独自の方針

やルールを定めた八代市景観計画と条例の制定

に向けて、ワークショップの開催などを通じ

て、広く市民の声を聞きながら、素案づくりを

進めました。 

 以上、２９年度のテーマとしました災害に強

いまちづくりに関する主要事業を説明させてい

ただきましたが、そのほかに建設部の重要な事

業に、市内一円の道路や橋梁、河川や公園など

の市民に最も身近な公共施設の維持管理がござ

います。 

 道路維持事業では、補助金を活用して、延長

約２キロメートルの舗装工事や修繕２１４件、

市内一円道路改良事業では、１０６件で約１１

キロメートルの改良や舗装工事を実施し、市内

一円河川改修事業では、１５件の改修工事や７

５件の除草や管理委託を実施しております。し

かしながら、年間１０００件近く出される建設

関係の校区要望に対して、満足いくような対応

ができていないのが現状でございます。 

 厳しい財政状況の中ではありますが、関係予

算の確保、拡充とあわせて、施設の安全性と緊

急度を見きわめる力を持った職員の育成、費用

対効果の視点や設計内容の再点検など、執行面

の工夫にも力を入れていきたいと考えておりま

す。 

 以上、平成２９年度決算における建設部所管

分の一般会計総括とさせていただきます。 

 なお、詳細につきましては、楠本次長並びに

関係課長より説明させますので、よろしくお願

いいたします。 

○建設部次長（楠本研二君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）建設部次長の楠本でございます。着座にて

説明させていただきます。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○建設部次長（楠本研二君） 平成２９年度八

代市一般会計歳入歳出決算のうち、第７款・土

木費、第１０款・災害復旧費及び第１２款・諸

支出金中、建設部関係分は、平成２９年度にお

ける主要な施策の成果に関する調書・その１及

び一般会計歳入歳出決算書を用いまして説明を

行います。 

 なお、調書のほうの金額は、１０００円未満
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を四捨五入し、１０００円単位となっておりま

す。 

 最後に、一般会計歳入歳出決算書で流用額の

説明を行います。 

 まず、済みません、主要な施策の成果に関す

るその１の１１ページをお開きください。 

 歳出決算の状況のイ・目的別の７の土木費の

決算状況でございますが、現年度予算額６３億

９００７万９０００円に繰越額１１億１１７６

万円を加えました予算現額７５億１８３万９０

００円に対しまして、支出済額は６１億７３６

９万２０００円で、執行率は９０.５％、全体

の中での構成比は９.４％でございます。 

 支出済額を前年度と比較しますと、３億３３

８５万４０００円、５.７％の増加となってお

ります。 

 それでは、土木費の決算状況につきまして、

同じ調書を用いまして主なものについて説明い

たします。 

 １２８ページをお開きください。 

 下段の老朽危険空き家等除却促進事業は、老

朽化して危険な状態で放置されている空き家の

除却をする者に除却費用の一部を補助するもの

です。 

 決算額４６１６万７０００円は、８２戸分の

解体除却補助金の支出が主なものです。 

 特定財源として、国庫支出金７６９万円があ

ります。 

 繰越額５４０万円は、熊本地震の影響で解体

業者等の手配が難しく、９戸分の補助金を繰り

越したものです。 

 不用額１０２万１０００円は、交付金の内示

減や限度額に満たない申請があったためでござ

います。 

 今後の方向性として、市による規模拡充と

し、当事業への申し込みもふえており、周辺環

境の改善効果は確実に上がっていることから、

申し込み件数に対応できるよう取り組んでまい

りたいと考えております。 

 １２９ページをお願いします。 

 上段の民間建築物耐震化促進事業は、民間建

築物の耐震化性が低いとされている昭和５６年

以前に着工した戸建て木造住宅や緊急輸送道路

の沿道建築物の所有者に対して、耐震診断及び

耐震改修費用の一部を補助するものです。 

 決算額４１０万１０００円は、耐震診断５

件、耐震改修設計６件、耐震改修工事３件、建

てかえ工事１件、シェルター１件を実施してお

ります。 

 特定財源として、国県支出金１６９万７００

０円があります。 

 繰越額２８０万円は、熊本地震の影響で耐震

診断を実施する建築士の不足により、耐震改修

設計２件、耐震改修工事３件、建てかえ工事１

件を繰り越したものです。 

 不用額４６４万９０００円は、当初、耐震改

修設計２１件、改修工事６件分の予算を確保し

ておりましたが、設計者の不足や改修設計後の

工事負担への経済的理由などから、耐震改修設

計が８件、改修工事が４件と、申請が少なかっ

たのが主な理由です。 

 今後の方向性として、市による実施、要改善

とし、耐震化の重要性の啓発と事業の周知に力

を入れ、耐震化の促進に努めてまいりたいと考

えております。 

 １３０ページをお願いします。 

 上段の要緊急安全確認大規模建築物耐震化支

援事業は、対象建築物の耐震診断結果をもとに

耐震改修の設計及び耐震改修工事を行う者に対

して、費用の一部を補助するものです。 

 決算額１０２６万３０００円は、耐震改修設

計１件、耐震改修工事１件を実施しておりま

す。 

 特定財源として、国県支出金７６９万６００

０円があります。 

 繰越額２５６４万６０００円は、熊本地震に
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よる人手不足などの影響で、耐震改修工事１件

を繰り越したものです。 

 今後の方向性として、市による実施、現行ど

おりとし、今後は、市内の対象建築物の３件の

うち２件が完了または着手したため、引き続き

残る１件へ事業の利用を働きかけてまいりたい

と考えております。 

 １３１ページをお願いします。 

 下段の交通安全施設整備事業は、交通事故多

発箇所や安全対策を施す必要のある市道等に、

ガードレールやカーブミラーなどの交通安全施

設を設置または修繕するものです。 

 決算額３９０７万４０００円は、ガードレー

ル設置１３件、７２１メーター、カラー舗装や

区画線設置７件、約８.８キロメートル、交通

安全施設の修繕８３件などを実施しておりま

す。 

 不用額９２万６０００円は、入札残が主なも

のです。 

 今後の方向性として、市による実施、現行ど

おりとし、今後も継続し、安心・安全な道路空

間を確保していくため、道路パトロールや警

察、教育委員会との連携を強化し、効果的な対

策を検討しながら取り組んでまいりたいと考え

ております。 

 １３２ページをお願いします。 

 上段の道路維持事業は、市が管理する道路の

機能保全を目的に、路面や構造物の維持補修並

びに街路樹の維持管理などを行うものです。 

 決算額７億４９５３万６０００円は、補助事

業分として、道整備交付金事業では舗装補修工

事５２０メーター、防災安全交付金事業では舗

装補修工事を１０９５メーター、災害防除工事

では３４８メーター、視覚障害者誘導ブロック

設置工事９６メートルなど。単独事業分では、

比較的規模の小さな工事や舗装の補修などの維

持工事を２２件、災害防除工事１件、その他側

溝の堆積土砂しゅんせつなどの役務、側溝ふた

などの修繕２１４件を実施したものです。 

 特定財源として、国庫補助金２億９２９６万

円、その他特定財源としまして、道路占用料な

ど４２６０万１０００円があります。 

 繰越金７３８０万円は、国の補正内示が年度

末となったことが主な理由です。 

 不用額３７７１万円は、交付金の内示減が主

なものです。 

 今後の方向性として、市による実施、規模拡

充とし、市が管理する膨大な延長の道路を安全

に維持していくために、予算と人員の規模拡充

に取り組んでまいりたいと考えております。 

 下段の市内一円道路改良事業は、幅員が狭く

離合がしづらい、路肩が崩れて危険であるな

ど、改良が必要な市道を整備し、市民の日常生

活の利便性、安全性の向上を図っております。 

 決算額９億７８９６万２０００円は、道路改

良や舗装などの工事１０６件、延長約１１キロ

メートルの改良を実施しております。 

 このうち国の補助事業であります社会資本整

備総合交付金では、鏡町の野津橋小路長溝線、

千丁町の新牟田西牟田線及び松高校区の永碇町

高島線の整備に取り組んでいるところです。 

 特定財源として、国庫支出金１億１５５万８

０００円があります。 

 繰越額１億５１８２万８０００円は、熊本地

震の復旧が進む中、工事に要する作業員や資機

材等の不足などから繰り越しております。 

 不用額２８８４万９０００円は、交付金の内

示減が主なものです。 

 今後の方向性として、市による実施、規模拡

充とし、毎年多く校区要望が寄せられる中、現

行規模では対応が難しい状況にありますことか

ら、効果的、計画的に取り組むとともに、規模

も拡充してまいりたいと考えております。 

 １３３ページをお願いします。 

 上段の橋梁長寿命化修繕事業は、市が管理す

る１８９３橋の橋梁の老朽化が進む中、壊れて
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からかけかえるのではなく、早目に予防保全す

ることで寿命を延ばし、トータル的に費用の縮

減を図ろうとするものです。 

 決算額１億８５２１万９０００円は、定期点

検業務委託６件４０９橋や、補修工事に要する

設計業務委託４件４橋、及び催合町の第一流藻

橋など９橋の補修工事を実施したところです。 

 特定財源として、国庫支出金９９５０万８０

００円があります。 

 繰越額６６万円は、点検業務委託でＪＲとの

協定締結に向けた協議に不測の日数を要したこ

とから、繰り越しております。 

 不用額７５６６万９０００円は、交付金の内

示減が主なものです。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

規模拡充とし、高度成長期に建設された橋梁の

老朽化は確実に進んでおり、公共施設の適正な

保全に取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

 １３４ページをお願いします。 

 上段の地域防災がけ崩れ対策事業は、激甚災

害に伴い発生した斜面や宅地擁壁の崩壊等が、

放置すれば次の降雨等により人命の損失や人家

等への被害を与えるおそれがある場合に、緊急

的に崩壊防止工事を行い、災害を防止するもの

です。 

 決算額１０４３万８０００円は、興善寺地区

で業務委託１件、崖崩れ対策工事１件を実施し

たものです。 

 特定財源として、国県支出金７８２万８００

０円、その他特定財源として、事業の分担金４

１万７０００円があります。 

 不用額９５万８０００円は、設計変更による

ものです。 

 今後の方向性としまして、市による実施、現

行どおりとし、人命の損失や人家等への被害防

止に取り組んでまいりたいと考えております。 

 １３５ページをお願いします。 

 上段の市内一円河川改修事業は、未改修の河

川や老朽化等による護岸崩壊など、整備優先度

の高い河川施設を計画的に改修を進めること

で、未然に河川災害を防止し、市民生活の安全

確保を図るものでございます。 

 決算額５４８２万４０００円は、二見本町の

山ノ田川など１５件の改修工事や修繕１０件、

千丁町の大鞘川など７５件の除草及び河川施設

等の管理業務委託を実施しております。 

 特定財源として、県支出金１０７３万８００

０円があります。 

 不用額１２９万４０００円は、入札残が主な

ものです。 

 今後の方向性として、市による実施、現行ど

おりとし、市民生活の安全確保を図るため、計

画的な河川改修を進め、河川災害防止に取り組

んでまいりたいと考えております。 

 １３６ページをお願いします。 

 上段の八代港県営事業負担金事業は、熊本県

が八代港の利便性向上、船舶運航の安全確保及

び港湾機能充実のために実施する港湾改修事業

等に対し、八代市が費用の一部を負担している

ものでございます。 

 決算額５億１１８２万９０００円は、国直轄

事業の大築島南地区の港湾改修が２０分の１の

負担金で２５１６万９０００円、大築島南地区

以外の港湾改修が１０分の１の負担金で４億４

６６万円、港湾補修事業の外港地区における道

路補修や堤防補修及び航路しゅんせつなどが６

分の１の負担金で８０５０万円、海岸堤防等老

朽化対策が２０分の１の負担金で１５０万円

が、支出の主なものでございます。 

 不用額２億１３１７万１０００円は、県営事

業負担金事業において、年度末における事業費

精算に伴う残額が主なものでございます。 

 今後の方向性として、市による実施、現行ど

おりとし、八代港港湾計画に沿った施設整備が

着々と推進されるよう、予算の確保に努めてま
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いりたいと考えております。 

 下段の港湾施設改修事業は、市が管理します

日奈久港及び鏡港の港湾施設の改修を行い、港

湾機能の強化を図るものでございます。 

 決算額２７９４万９０００円は、鏡港泊地に

堆積した土砂３６００平方メートルのしゅんせ

つを実施したものです。 

 特定財源として、国庫支出金９００万円があ

ります。 

 繰越額４３００万円は、シラス漁などの時期

と重なり工事ができなかったことが主な理由で

ございます。 

 不用額３７０５万１０００円は、交付金の内

示減や入札残などが主なものでございます。 

 今後の方向性として、市による実施、現行ど

おりとし、今後も日奈久港と鏡港の施設改修や

しゅんせつを計画的に取り組んでまいりたいと

考えております。 

 １３７ページをお願いします。 

 下段の被災宅地復旧支援事業（地震災害関

連）は、平成２８年熊本地震による被災宅地等

の復旧に要する費用に対し、補助金を交付する

ものです。 

 決算額３２７０万２０００円は、宅地復旧１

６件の支出が主なものでございます。 

 特定財源は、全額県支出金でございます。 

 不用額５２万８０００円は、申請残が主なも

のでございます。 

 なお、本事業は、県の復興基金を財源として

おり、平成３１年度をもって終了する予定でご

ざいます。 

 今後の方向性として、市による実施、現行ど

おりとし、さらなる周知やきめ細やかな相談対

応に努めてまいりたいと考えております。 

 １３８ページをお願いします。 

 上段の景観計画策定事業は、景観形成に関す

る市独自の方針やルールなどを定めた八代市景

観計画と、その実効性を法的に担保する八代市

景観条例を策定するものです。 

 決算額１２３４万７０００円は、八代市景観

計画策定事業業務委託１件の支出が主なもので

ございます。 

 不用額２４万２０００円は、策定委員会の開

催が３月から４月に変更になり、委員への旅費

や謝礼が不用となったことが主なものでござい

ます。 

 今後の方向性として、市による実施、現行ど

おりとし、景観条例を３０年度内に制定し、景

観計画を３１年夏ごろより運用していきたいと

考えております。 

 １３９ページをお願いします。 

 上段の西片西宮線道路整備事業は、西片町の

八代臨港線と西宮町の国道３号線を結ぶ都市計

画道路の整備で、全体延長１０００メートルの

うち、八代臨港線から市道上片町上日置町線、

通称二中通りまでの１工区３６０メーター区間

が２９年４月に開通しました。引き続き事業認

可を取得し、市道上片町上日置町線から八代市

食肉センター跡付近までの２工区３５０メータ

ーの整備に取り組んでいるところでございま

す。 

 決算額４２０７万９０００円は、１工区周辺

の舗装工事など４件、２工区の建物等補償調査

業務委託２件などの支出が主なものでございま

す。 

 特定財源として、国庫支出金２０２９万６０

００円があります。 

 繰越額７６９３万円は、地権者との調査日程

の調整及び調査後の移転工法の検討に不測の日

数を要し、年度内の用地補償契約が困難なこと

となったことから繰り越したものです。 

 今後の方向性として、市による実施、規模拡

充とし、本路線は、国道３号まで開通してこそ

より効果が発揮されますことから、規模を拡充

して取り組んでまいりたいと考えております。 

 下段の南部幹線道路整備事業は、市街地中心
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部の建馬町から八代南インターチェンジ付近の

国道３号を結ぶ都市計画道路の整備で、全体延

長５６３０メーターのうち、市施行区間が２９

年３月に開通し、県施行区間として、建馬町交

差点から麦島線までの延長９６５メーター区間

を２８年度から８年後の２０２４年度完成を目

標に整備が行われております。 

 決算額４０４２万９０００円は、主に南川大

橋架設に伴う河川管理用道路の改良工事のため

の測量設計業務委託１件とその改良工事を含む

工事５件、補償３件、及び県事業への負担金な

どでございます。 

 今後の方向性として、市による実施、規模拡

充とし、本路線は全線開通してこそより効果が

発揮されますことから、今後も予算確保に努

め、事業促進が図れるよう強く要望していきた

いと考えております。 

 １４０ページをお願いします。 

 上段の八の字線道路整備事業は、麦島線と南

部幹線を結ぶ都市計画道路の整備で、全体延長

１２６０メーターのうち、未整備となっている

植柳新町２丁目から葭牟田町までの延長１９０

メーターの整備に、平成２６年度から取り組ん

でいるところでございます。 

 決算額１億３２６０万円は、用地買収に必要

な地積測量図作成業務委託など３件、用地取得

９件、建物補償２件、改築工事５件などを実施

しております。 

 特定財源として、国庫支出金６９３５万円が

あります。 

 繰越額５３００万４０００円は、用地交渉に

不測の日数を要し、年度内の工事完了が困難な

こととなったことから繰り越したものです。 

 不用額２８０８万５０００円は、２９年度予

算要求後に補正予算の内示があり、事業の前倒

しができたこと、事業最終年度による精査した

結果、不用となったことが主なものでございま

す。 

 今後の方向性として、市による実施、現行ど

おりとし、平成３０年度内の供用開始に向けて

取り組んでいるところでございます。 

 下段の雨水ポンプ場施設整備事業は、市街地

における浸水防除を目的に、既設の雨水ポンプ

場施設の改築更新を行っております。 

 決算額８５５５万２０００円は、日奈久浜町

にあります雨水ポンプ場改築工事の第２期とし

まして、主に電気設備工事を実施しておりま

す。 

 不用額１９３５万円は、入札残が主なもので

ございます。 

 今後の方向性として、市による実施、現行ど

おりとし、今後も適切な施設整備に取り組んで

まいりたいと考えております。 

 １４１ページをお願いします。 

 上段の市内一円都市下水路整備事業は、主に

都市計画用途区域内の排水路の改良及び維持管

理を行うことで、浸水防除と環境整備に寄与す

るものでございます。 

 決算額８１３０万円は、排水路改修工事２１

件、排水路の修繕など２２件を実施しておりま

す。 

 不用額１２１９万７０００円は、入札残が主

なものでございます。 

 今後の方向性として、市による実施、規模拡

充とし、近年は、農用地の宅地化や住民の高齢

化など、地元による排水路の維持管理が難しく

なり、また、しゅんせつの要望が年々多くなっ

てきていることから、規模の拡充が必要と考え

ております。 

 下段の市内一円公園施設整備事業は、既存公

園の施設整備の中で、補助事業の対象にならな

い比較的小規模な工事に対して、市の一般財源

を充てて進めております。 

 決算額２３９３万２０００円は、東陽町の黒

渕河川自然公園階段改修工事など２１件、郡築

大硴多目的運動場設計業務委託１件を実施して
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おります。 

 不用額１０６万８０００円は、入札残が主な

ものでございます。 

 今後の方向性として、市による実施、現行ど

おりとし、効率的な施設整備に取り組んでまい

りたいと考えております。 

 １４２ページをお願いします。 

 上段の都市公園安全・安心対策緊急支援事業

は、老朽化した公園施設の改築、更新を行うと

ともに、トイレ等の施設のバリアフリー化改築

を行うなど、公園利用者の安全確保を図るもの

です。 

 決算額５４３３万７０００円は、築添児童公

園施設設計業務委託など２件、球磨川河川緑地

トイレ改築工事など７件を実施しております。 

 特定財源として、国庫支出金２７１６万８０

００円があります。 

 不用額２５３０万円は、交付金の内示減や入

札残が主なものでございます。 

 今後の方向性として、市による実施、現行ど

おりとし、今後とも公園利用者の安全確保を図

るため、計画的な施設整備に取り組んでまいり

たいと考えております。 

 下段の公園施設長寿命化対策支援事業は、都

市公園の老朽化してきた施設の長寿命化を図る

ための計画を策定し、その計画に基づき、効率

的に施設の改築、更新を行うものでございま

す。 

 決算額３７５６万７０００円は、田中児童公

園遊具改築工事など８件、施設改築設計の委託

を２件実施しております。 

 特定財源として、国庫支出金１８７２万９０

００円があります。 

 不用額３８９万１０００円は、交付金の内示

減や入札残が主なものでございます。 

 今後の方向性として、市による実施、現行ど

おりとし、公園施設長寿命化計画に基づき、効

率的な施設整備に取り組んでまいりたいと考え

ております。 

 １４３ページをお願いします。 

 恐れ入りますが、資料の訂正がございます。 

 下段の八千把地区土地区画整理事業の事務事

業の概要欄の３行目、事業実施期間の完成年が

平成３４年となっておりますが、平成３５年に

訂正をお願いします。申しわけございませんで

した。 

 本事業は、良好な市街地整備のため、道路や

公園等の整備改善を行い、宅地の利用増進を図

るものでございまして、平成１２年度より古閑

中町の面積４４ヘクタールの区域を市施行で取

り組んでいるところでございます。 

 決算額１億７８６２万７０００円は、都市計

画道路や区画道路の築造４９０メーター、建物

や借家人への移転補償２２件などを実施してお

ります。 

 特定財源として、国庫支出金２８３万５００

０円、その他特定財源として、八千把地区土地

改良整理事業基金繰入金６７７５万３０００円

があります。 

 繰越額２億２３０９万４０００円は、熊本地

震の影響もあり、補償物件である建物の解体業

者の手配がおくれたことで、その後に施行予定

の道路築造工事の施行もできなくなったことが

主な理由でございます。 

 不用額３２５６万４０００円は、交付金の内

示減や入札残によるものです。 

 今後の方向性として、市による実施、現行ど

おりとし、今後も引き続き効率的な整備に取り

組んでまいりたいと考えております。 

 １４４ページをお願いします。 

 下段の公営住宅施設整備事業は、市営住宅の

危険または老朽化箇所を計画的に整備すること

で、安全で良好な住宅を供給するとともに、施

設の長寿命化によって事業全体の建設コスト縮

減を図るもので、市が管理する３０団地を対象

とするものです。 
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 決算額１５７２万８０００円は、新町団地で

８戸の電気温水器取りかえ工事、流藻川団地で

３戸の浴室防水修繕、坂本駅前団地外柵修繕、

８戸の政策空き家解体などを実施しておりま

す。 

 その他特定財源として、公営住宅使用料１５

７２万８０００円があります。 

 今後の方向性として、市による実施、現行ど

おりとし、今後も計画的な施設整備に取り組ん

でまいりたいと考えております。 

 １４５ページをお願いします。 

 上段の公営住宅ストック総合改善事業は、市

営住宅を長く維持し、総合的な建設コストを抑

えることを目的に、八代市営住宅長寿命化計画

を策定し、平成２３年度から取り組んでいるも

のでございます。 

 決算額７８５１万６０００円は、築添団地２

棟及び高島団地１棟の屋上防水工事、麦島団地

２棟の屋上防水及び外壁改修工事などを実施し

ております。 

 特定財源として、国庫支出金３５６７万８０

００円、その他特定財源として、公営住宅使用

料４２８３万８０００円があります。 

 不用額９５２万６０００円は、交付金の内示

減や入札残が主なものです。 

 今後の方向性として、市による実施、現行ど

おりとし、今後も八代市営住宅長寿命化計画に

基づき、適切な改修に取り組んでまいりたいと

考えております。 

 飛びまして、１３８ページをお願いします。 

 ここからは、公共土木施設災害復旧費になり

ます。 

 自然災害により被災した公共土木施設を迅速

に復旧することで、公共の福祉を確保するもの

で、――。（｢１８３、ページが」と呼ぶ者あ

り）済みません、１８３ページです。済みませ

ん。よろしいでしょうか。 

 ここからは、公共土木施設災害復旧費になり

ます。 

 自然災害により被災した公共土木施設を迅速

に復旧することで、公共の福祉を確保するもの

で、道路橋梁施設、河川施設、港湾施設、都市

計画施設それぞれについて説明いたします。 

 上段の道路橋梁施設災害復旧事業は、被災し

た道路の舗装やのり面、橋梁等の施設を復旧す

るものです。 

 決算額６１００万６０００円は、平成２９年

６月の梅雨前線豪雨などによって被災した坂本

町の市ノ俣線などの災害復旧工事５件や測量設

計調査業務委託２件、土砂撤去などの応急復旧

３８件、電柱移転の補償１件の復旧を実施して

おります。 

 特定財源として、国庫支出金２３０２万３０

００円があります。 

 繰越額５８６万６０００円は、他の災害復旧

工事とのふくそうにより工程調整に不測の日数

を要し、年度内の完了が困難になったため、繰

り越したものでございます。 

 なお、繰り越し工事につきましては、平成３

０年７月に完了しております。 

 不用額１８８万１０００円は、この予算が、

被災から直ちに概略調査をもとにして計上して

おりますことから、補助査定や詳細調査の結果

と差異が生じたことが主なものです。 

 下段の河川施設災害復旧事業は、被災した堤

防や護岸の河川施設を復旧するものです。 

 決算額７１８万円は、平成２９年６月の梅雨

前線豪雨などによって被災した泉町の栗木川な

ど、河川施設の復旧工事１件、修繕７件の復旧

を実施しています。 

 特定財源として、国庫支出金２６０万９００

０円があります。 

 繰越額４８０万円は、坂本町の岳川の復旧工

事で、入札不調により設計の見直し及び業者の

手配等に不測の日数を要し、年度内の完了が困

難になったため、繰り越したものでございま
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す。繰り越し工事につきましては、平成３０年

７月に完了しております。 

 １８４ページをお願いします。 

 上段の港湾施設災害復旧事業は、被災した船

揚げ場施設や浮き桟橋などの港湾施設の復旧を

行うものです。 

 決算額９９万４０００円は、平成２９年７月

の台風３号によって被災した日奈久港の照明灯

基礎修繕、船揚げ場施設修繕や鏡港の浮き桟橋

修繕など３件を執行しております。 

 下段の公園施設災害復旧事業は、被災した公

園の照明灯やシェルター、倒木撤去などの公園

施設の復旧を行うものです。 

 決算額１４８万４０００円は、平成２９年７

月の台風３号によって被災した球磨川河川緑地

のシェルターなどの公園施設設備修繕６件、新

八代駅がめさん公園の倒木撤去など３件を実施

しております。 

 公共土木施設災害復旧事業の今後の方向性と

して、市による実施、現行どおりとし、今後も

迅速に復旧し、公共の福祉を確保するために取

り組んでまいりたいと考えております。 

 第７款・土木費及び第１０款・災害復旧費

中、建設部関係分の主な事業に係る予算の執行

状況は、以上でございます。 

 次に、款１２・諸支出金につきまして、歳入

歳出決算書において説明させていただきます。 

 決算書の２１２、２１３ページをお願いしま

す。 

 ページ上段の款１２・諸支出金、項２・土地

開発公社費、目１・土地開発公社費では、土地

開発公社貸付事業１件を実施しております。 

 この事業は、八代市の委託事業に伴い、公社

が借り入れた事業資金に係る利子分や運営費及

び一般管理費について市が負担するものです。 

 決算額４９万４３９６円は、土地開発公社の

理事会開催に伴う費用弁償並びに事務局で使用

する消耗品などが主なものでございます。 

 続きまして、企業会計繰出金について説明い

たします。 

 １７４、１７５ページをお願いします。 

 右ほどの備考欄、中ほどに記載の款７・土木

費、項５・都市計画費、目１・都市計画総務

費、節２８・繰出金の１５億５６１０万円は、

企業会計繰出金事業（下水）へ繰り出しを行っ

ております。 

 不用額６０４０万円は、下水道事業会計の前

年度における余剰金分を減額調整したことによ

るものでございます。 

 最後に、流用につきまして、流用額が１００

万円以上につきまして説明いたします。 

 決算書の１６８、１６９ページをお開きくだ

さい。 

 右の備考欄、下段の１５９５万２０００円

は、目２・道路維持費の節１５・工事請負費よ

り節１３・委託料へ流用しております。 

 これは、国の補正により実施する災害防除工

事の測量設計業務委託料が不足したことから流

用したものでございます。 

 次に、１７０ページ、１７１ページをお願い

します。 

 右の備考欄、中ほどの３１８万５０００円

は、目３・道路新設改良費の節１３・委託料よ

り節１５・工事請負費へ流用しております。 

 これは、市内一円道路改良の市単独事業分に

おいて、熊本地震の影響を受け、工事積算に復

興係数の導入に伴い、工事経費がかさみ、工事

請負費が不足したことから流用したものでござ

います。 

 続きまして、５３４万２０００円は、目３・

道路新設改良費の節１７・公有財産購入費より

節１３・委託料へ流用しております。 

 これは、市内一円道路改良の交付金事業分に

おいて、竜西東西１２号線の用地測量の実施に

際し、測量範囲が広範囲にわたることになった

ため、委託料が不足したことから流用したもの
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です。 

 次の２５０万５０００円は、目３・道路新設

改良費の節２２・補償、補塡及び賠償金より節

１３・委託料へ流用しております。 

 理由は、先ほどの説明と同様でございます。 

 最後の１８３３万３０００円は、目３・道路

新設改良費の節２２・補償、補塡及び賠償金よ

り節１７・公有財産購入費へ流用しておりま

す。 

 これは、市内一円道路改良の交付金の繰り越

し事業分において、建物の移転補償を予定して

おりましたが、熊本地震の影響により住宅メー

カーの作業におくれが生じ、年度内の移転が困

難であることが判明したため、補償、補塡及び

賠償金より流用し、補助事業の精算を適正に行

ったものです。 

 次に、１７２、１７３ページをお願いしま

す。 

 右の備考欄中、中ほどの２７０万円は、目１

・河川費の節１５・工事請負費より節１１・需

用費へ流用しております。 

 これは、平成２９年６月の梅雨前線豪雨によ

り河川に土砂が堆積し、早急に土砂撤去を行う

必要が生じ、修繕費が不足したことから流用し

たものです。 

 その下に記載の１３９万７０００円は、目１

・河川費の節１５・工事請負費より節１９・負

担金補助及び交付金へ流用しております。 

 これは、事業促進による県事業増に伴い負担

金が不足したことから流用したものです。 

 次に、１７４、１７５ページをお願いしま

す。 

 右の備考欄の下段に記載の１２６万２０００

円は、目２・街路事業費、節１５・工事請負費

より節１７・公有財産購入費へ流用しておりま

す。 

 これは、西片西宮線の交付金の内示増によ

り、用地費が不足したことから流用したもので

す。 

 続きまして、１２３万２０００円は、目２・

街路事業費、節１９・負担金補助及び交付金よ

り節１７・公有財産購入費へ流用しておりま

す。 

 理由は、先ほどの説明と同様でございます。 

 最下段に記載の１２１万１０００円は、目２

・街路事業費、節１９・負担金補助及び交付金

より節２２・補償、補塡及び賠償金へ流用して

おります。 

 これは、西片西宮線の交付金の内示により、

家屋補償費が不足したことから流用したもので

す。 

 最後に、１７８、１７９ページをお願いしま

す。 

 右の備考欄、中段より少し下に記載の３７２

万２０００円は、目１・住宅管理費、節１１・

需用費より節１５・工事請負費へ流用しており

ます。 

 これは、植柳上町第二団地で、最後の１軒の

入居者が退去され空き家になったことに伴い、

周辺住民から、危険や不安解消のための撤去要

望もあり、翌年度撤去予定であった同団地内の

空き家２軒と合わせて３軒全てを撤去すること

としたため、工事請負費が不足したことから流

用したものです。 

 以上で説明を終わります。御審議よろしくお

願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（堀 徹男君） まず、部長の総括がで

すね、非常にわかりやすくて、質問しなくても

いいかなと思ったんですけど、後学のために少

し教えていただきたい分があって、ちょっとお

尋ねします。 

 １２９ページのですね、空き家バンクの事業

なんですけれども、事業にお取り組みになっ
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て、登録の進捗というか、何年か前に空き家を

ずっと調査されましたよね。それを受けて、登

録をしてくださいという事業だと思うんですけ

ど、どれぐらい登録の件数がふえて、それをま

た活用することができているのかというのがこ

れでわかればですね、教えていただきたいと思

います。 

○建設部理事兼建築住宅課長（下村孝志君） 

おはようございます。建築住宅課、下村と申し

ます。よろしくお願いします。 

 堀委員の御質問ですけれども、成果について

ですが、平成２８年度につきましては、これは

地震の影響や周知不足があったということで、

相談件数、それと申請する登録件数ともに非常

に少なかったところでございます。 

 平成２９年度につきましては、年度当初に、

部長からもお話ありましたけれども、チラシの

配布等をいたしまして、これが功を奏しました

のか、相談件数は前年度と比べて７倍近い御相

談がございました。実質件数にしますと、１７

０件弱ぐらいの、年間に相談がございました。 

 ただですね、それから登録の申請に関しては

１９件、かなり少ないんですけれども、そのう

ち実際に登録された件数は８件ということにと

どまっております。 

 ２８年度、２９年度合わせてもですね、２カ

年で１０件の登録にとどまったということでで

すね、結果としては、当初目的としてですね、

２０件という数を目標としておりましたけれど

も、その半分になってしまったと。 

 今後、この結果を踏まえてですね、引き続き

制度の周知、浸透に努めていって、また地域や

関係団体等にですね、と連携したその取り組み

をして、登録拡大に努めてまいりたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○委員（堀 徹男君） ありがとうございまし

た。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（山本幸廣君） １７１ページ、２２節

より１７節への流用の件について、もう少し詳

しく説明してください。 

○土木課長（西 竜一君） 皆さん、こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）土木課の

西でございます。よろしくお願いいたします。 

 今の御質問についてお答えいたします。 

 先ほど流用のところで説明はございました

が、通常、基本的に、もともと２２節というこ

とで、建物補償というのを予定してですね、そ

れでちょっと繰り越したという事業のお話にな

りますが、建物補償をするために繰り越したん

ですが、その建物ですね、住宅メーカー、新し

い家を建てるというような住宅メーカーがです

ね、いろんなところで熊本地震の影響で建物が

建ってたということもありましてですね、もう

新しい住宅というのが１年、２年先というよう

な状況になっているような状態でございまし

た。 

 それで、もともと補償として、建物補償とし

て繰り越してはいたんですが、それが基本的に

年度内に完了できなくなったということがござ

いまして、まだまだ用地を取得する部分がです

ね、かなりあったもんですから、補助金をです

ね、事故繰りとならないようにですね、精算す

るために、補償をですね、建物補償を諦めまし

て、それを用地取得のほうに振りかえたという

ことで、補償金のほうからですね、公有財産購

入費のほうへ流用したというのが、この２２節

から１７節へ流用しました１８３３万３０００

円の内容でございます。 

○委員（山本幸廣君） よくわかりました。 

 今回については、土木についてもですけど

も、流用が多いという状況、（聴取不能）です

が、私がちょっと今、歳入の決算を見た中では

ですね、五千何百万、約６０００万近くが、ま

あ、はっきり言って流用しておると。５６００
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万かな。前年度からもですね、流用が多くなっ

ている。 

 内容は内容として、流用というのをですね、

しっかり精査した中で、流用するか繰り越しを

するかということの中でですね、考えられた結

果だと思うんですけども、この２２節から１７

というのは、公有財産、これについて、会検あ

たりが入ったときには、説明というのはその説

明で通りますか。私は通ると思うんですけど、

通りますかということで。 

○土木課長（西 竜一君） 会計検査自体が、

その補助金が適正に執行されているかというこ

とになりまして、今回、用地購入費に流用して

いるという流用したということの内容よりはで

すね、その用地の単価を決めた根拠というもの

が適正であるか、というところが大体中心にな

るということで、全くですね、何でこういう流

用したんですかというところに対して指摘がな

いというわけではありませんが、今回、熊本地

震というような、等の理由でですね、御説明す

れば、会計検査院も、適正な単価を使用してい

ればですね、問題はないと考えております。 

○委員（山本幸廣君） ありがとうございま

す。 

 少し心配をしたもんですから、質疑をしたと

いうことです。御理解してください。 

 今回のこの流用について、特に何節かの中で

ずっとありましたが、ここらあたりについての

部長としての見解、流用、２９年度の決算につ

いての流用についてのですね、部長の認識と、

それから今後の課題等をですね、お聞かせいた

だければと思います。 

○建設部長（松本浩二君） ただいま委員から

のお尋ねでございますが、流用に関しまして

は、やはりこういう決算委員会等でも説明を求

められますことから、適切にその理由等も勘案

して流用は行ってまいりたいというふうに考え

ておりますし、当然、市民に対しましても、そ

の理由等もわかりやすい形での中身になるよう

に気をつけていきたいというふうに考えており

ます。 

○委員（山本幸廣君） ありがとうございま

す。 

 繰り越しについてもですね、先ほど説明があ

ったんですけども、前回の繰り越し分、一昨年

の決算でも私が質疑をしたんですが、繰り越し

分については、本当に今回はですね、物すごい

多額の繰り越しをして、熊本地震があってです

ね、今回の歳入歳出決算書見る中で次長から説

明がありました。もうページ数は言わないんで

すけども、これだけのですね、繰り越しの中

で、新しい現年度でですね、対応しなきゃいけ

ないという、これについては、職員の方々の莫

大な時間と能力と、それとやはり頑張った、私

は成果だと、この決算書を見るんですけども、

そこあたりについてはですね、私は大変評価し

たい、委員としてはですね。 

 けれども、やはり職員不足であるか、それと

職員不足についてはですね、これは先ほど次長

からも説明があったように、土木関係、事業関

係については職員不足が一番大事なんです。こ

れは職員が不足しないようにですね、確保する

のもですね、これからの土木費の中でですね、

私は大事なことだと思いますが、いかがでしょ

うか、決算書を見る範囲の中で、部長。 

○建設部長（松本浩二君） ２８年度から２９

年度への繰越額に比べまして、２９年度から３

０年度へ繰り越しました額は約半減ぐらいして

おりまして、かなり職員に、その時間外も含

め、大変御苦労かけたというふうに考えており

ます。業界のほうも、かなり資機材の不足と

か、技術、労働職員の減少等も、だんだん八代

市においては問題なく進んでいるものかと思っ

ております。 

 建設部の職員につきましては、必要な人員の

ほうは各課から要望が出され、そして人事当局
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のほうに毎年お願いをしているところでござい

ますが、そのこちらが要望しました人員に実際

の採用が満たないようなこともありまして、今

後とも建設部の職員、技術職員、特に、その増

員については、一生懸命私たちも人事当局のほ

うにお願いしてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 私のやっぱり本意の考

え方なんですけども、土木費というのは、河川

から、道路から、いっぱいあるじゃないです

か。そういう中で、やはり道路をつくることに

よって事故の発生率が減少すると。これがやっ

ぱり土木費の中で一番、河川も、道路なんかで

すね。 

 河川については、やはり河川の整備をして、

災害が起きないような整備をする。橋梁につい

ては、橋がやはり壊れないように、やっぱり事

故がないような、――。 

 そしてまた、市内道路一円については、通勤

道路のですね、通勤の短縮をするとか、環境の

景観条例の中でもですね、言われたように、そ

ういうものを含めた中で土木費というのをです

ね、私はやはり予算、決算の中で連携をしてい

かないかぬ、そのように思います。思っており

ますので、今回の決算書を見る範囲内について

はですね、やはりその事業については妥当性な

のか、有効性なのかということ等の中でもです

ね、私は一生懸命にその職員が頑張った推移と

いうのは、――。 

 不用額についても、先ほど次長が説明しまし

た。これは、不用額については入札の残。要因

についてですね。 

 あとはですね、今回の決算書を見る中では、

やはり予算の要求、９月で我々、決算が、一

応、決算が今回承認しますと、１２月、皆さん

方、執行部については、予算編成の中でいろい

ろと苦労なされて、３月に新しい新年度の予

算。この新年度の予算に反映をしていただくた

めにですね、決算をしているんですよ。そこあ

たりについてはですね、もう物すごくいろんな

箇所箇所についてもですね、質問、質疑をした

かったんですけども、それについてはですね、

一生懸命努力された、その経緯、跡がですね、

見出せましたので、質疑をいたしませんけど

も、地方財政がこんなに厳しい状況であります

ので、大変コスト削減についても努力をなされ

たということに評価をしておりますので。 

 １点だけはですね、これは施策の中で前回も

質疑をした経緯があります。道路維持と市内一

円の道路の改良、これについて、もうほとんど

予算計上がですね、毎年指摘をしても、財政部

が予算をふやしてくれないと、その現状にある

ということでありますので、中村委員長、委員

会としてもですね、この件についてはですね、

毎年のようでありますので、その点については

ですね、委員会、委員長の御配慮をいただきな

がらですね、執行部に対してもですね、財務部

に対しても、この問題については、委員から後

から財務部に意見でもですね、送付させていた

だければなというふうに思っております。 

 なぜならばというと、もう一番大事なのは、

校区要望が前回もずっとあってきて、２０％

台、委員長、今、消化してないんですね。そう

いうことでありますので、ここらあたりについ

ては、９月の校区要望等がもう出てくるか出て

こないかわかりません。そういうのを含めます

とですね、やはり２０％が３０％、４０％にな

るためにはですね、予算の確保が一番大事だ

と、そういうふうに思いますので、微力なが

ら、執行部だけに責任はありません、負わすこ

とはできません。我々議会議員としてもです

ね、この問題には同、並行の中でですね、予算

要求については努力していかなきゃいけない。

これが今の行政と議会のですね、役割なんで

す。そういうことを真剣に捉えて、今回、決算

に臨んだわけでありますけども、詳細について
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は、具体的にはもう質疑はいたしません。 

 あと意見がほかにありますので。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

 ほかありませんか。質疑、ほかありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（堀 徹男君） 今、山本委員もです

ね、おっしゃったように、流用の説明を聞いて

おりまして、納得、わかりやすいものとです

ね、それから工事請負費が不足した部分とかと

いうのもありまして、もう質疑はしませんけれ

ども、流用の額がですね、他の部門に比べれば

多岐にわたるし、限られた予算枠の中でやりく

りをされているというふうに捉えればですね、

前向きな努力をされたという評価はしていいと

思うんですが、ちょっとわかりにくい部分もあ

ったので、その辺は御留意いただきたいという

のと、それから、繰越金のですね、額も同じよ

うに、説明がつくものと、それから、職人不足

だとか、資材の手配ができなかったというもの

もあったようで、山本委員がおっしゃったよう

に、道路維持と市内一円道路改良で約６億円が

繰越金になっていますよね。その進捗について

も、今年度事業されているというわけでしょう

から、雪だるまに事業の持ち越しがふえていく

と、職員さんのですね、手が足りない中での事

業もふえるということでしょうから、ぜひとも

重ね重ねですね、そこら辺は頑張っていただき

たいという意見をつけさせていただきたい。 

○委員（山本幸廣君） 先ほど来、説明があっ

た今後の方向性、規模の拡充というのが１１点

ぐらいあるんですよね、１１カ所ぐらい。規模

の拡充をすれば、どうしてもですね、職員の負

担が来る。ここらあたりに結びつくんですよ、

説明があった中でですね。規模の拡充をすれば

そういうふうな状況になりますので、ぜひとも

ですね、今回の執行部との新しい新年度の予算

のすり合わせ等についてはですね、今、新しい

新会計制度がスタート、３０年、しますからで

すね、要求のときには詳細に何が理由なのか、

要求するときにはどういうことの理由で要求す

るのかということをですね、完璧にですね、財

務部にはですね、まとめて要求をしていただき

たいと。これは私の知恵と言ってはいけません

けども、そういうふうに考えておりますので、

意見としてですね、捉えてください。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（太田広則君） 今、お二人の意見に全

く同感でございまして、もう御存じのとおり、

市民相談が一番多いんですね、道路維持事業と

市内一円道路改良事業。それから、市内一円都

市下水路整備事業ですね。これは、地元でしゅ

んせつをして、そのしゅんせつ砂利等を運ぶ運

搬費、この辺をしっかりまた、地元で知らない

町内会もあるかと思いますので、この辺のＰＲ

と予算の確保をですね、しっかりしていただき

たいなというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ないようでございま

すので、なければ、これより採決します。 

 議案第１１４号・平成２９年度八代市一般会

計歳入歳出決算中、当委員会関係分について、

これを認定するに賛成の方の挙手を願います。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 執行部入れかわりのため、小会します。 

（午後０時０７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時０８分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 
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 午前中の審議は、第７款・土木費及び第１０

款・災害復旧費までとし、休憩いたします。午

後１３時１５分から再開いたします。よろしく

お願いします。 

（午後０時０８分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時１５分 開議） 

○委員長（中村和美君） 休憩前に引き続き建

設環境委員会を再開いたします。 

                              

◎議案第１１９号・平成２９年度八代市農業集

落排水処理施設事業特別会計歳入歳出決算 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第１１９

号・平成２９年度八代市農業集落排水処理施設

事業特別会計歳入歳出決算について、建設部か

ら説明願います。 

○建設部長（松本浩二君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）建設部長の松

本でございます。 

 議案第１１９号・平成２９年度八代市農業集

落排水処理施設事業特別会計及び議案第１２０

号・平成２９年度八代市浄化槽市町村整備推進

事業特別会計歳入歳出決算の総括を、一括して

述べさせていただきます。着座にて説明させて

いただきます。 

 資料につきましては、八代市特別会計決算書

及び主要施策調書・その２でございます。 

 建設部所管では、衛生的で快適な暮らしを確

保し、川や水の水質を保全していくため、引き

続き面的整備と処理場の老朽化した施設の改築

並びに水洗化の普及促進や経営の安定化、効率

化を図る目的で、公共下水道事業、農業集落排

水処理施設事業、浄化槽市町村整備推進事業を

推進しております。 

 このうち公共下水道につきましては、平成２

７年度より特別会計から公営企業会計に移行

し、決算につきまして、平成２９年度八代市下

水道事業会計利益の処分及び決算の認定をさき

の９月議会に上程し、御承認をいただいており

ます。 

 したがいまして、本委員会では、農業集落排

水処理施設事業及び浄化槽市町村整備推進事業

特別会計の決算について御説明させていただき

ます。 

 まず、農業集落排水処理施設事業であります

が、東陽町、泉町の農業集落排水処理施設の適

切な維持管理を行うことにより、施設の故障な

どを未然に防止し、生活環境の向上を図ること

を目的としております。 

 整備率は１００％でございますが、平成２９

年度末の対象戸数７３７戸に対しまして、接続

戸数は６０９戸、接続されている世帯の割合は

８２.６％でありまして、まだ未接続の世帯が

ありますことから、さらなる水洗化の普及促進

に努めているところでございます。 

 次に、浄化槽市町村整備推進事業では、東陽

町、泉町の浄化槽市町村整備推進事業区域にお

いて、市が主体となって合併処理浄化槽を設置

し、生活排水処理を行うことにより、当該地区

の生活環境向上を図るとともに、公共用水域の

水質を保全することを目的としております。 

 平成２９年度末の設置基数は４２７基、整備

率は６１.０％でありまして、未設置の世帯が

ありますことから、今後も引き続き水洗化の普

及促進に努めてまいります。 

 なお、平成２９年度末の債務残高につきまし

ては、２つの特別会計合わせて、前年度から４

５２０万６０００円減の４億６４３８万円でご

ざいます。 

 今後も、冒頭申し上げました事業目的の達成

のため、公共下水道事業ともども、さらなる経

営の安定化と効率化に努めてまいる所存であり

ます。 

 以上、平成２９年度決算における建設部所管

分の２つの特別会計分の総括とさせていただき

ます。 
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 なお、詳細につきましては、久木田下水道総

務課長より説明させますので、よろしくお願い

いたします。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）下水道総

務課の久木田でございます。 

 それでは、議案第１１９号・平成２９年度八

代市農業集落排水処理施設事業特別会計歳入歳

出決算につきまして、平成２９年度における主

要な施策の成果に関する調書・その２及び決算

書を用いまして、説明をさせていただきたいと

思います。 

 それでは、着座にて説明をさせていただきた

いと思います。 

 それでは、お手元の主要な施策の成果に関す

る調書の２２５ページをお願いいたします。 

 農業集落排水処理施設事業でございます。 

 決算額合計は、歳入、歳出ともに１億８８７

万４０００円で、実質収支額はゼロ円でござい

ます。 

 次に、２２６ページの上段のほうをお願いい

たします。 

 これも、農業集落排水処理施設事業でござい

ます。 

 この事業は、東陽町、泉町の農業集落排水処

理施設の適切な維持管理を行うことにより、施

設の故障などを未然に防止し、生活環境の向上

を図ることを目的としております。 

 平成２９年度の決算額は３４８７万４０００

円で、決算の主な内容といたしましては、施設

電気料３７９万３０００円、マンホールポンプ

４７カ所の電気料３１５万８０００円、マンホ

ール関係７件の修繕料２０５万３０００円、警

報装置電話料１４１万４０００円、汚泥引抜運

搬手数料１７８万２０００円、処理施設管理委

託１１５２万４０００円、農集排水処理施設機

能診断調査業務委託４００万円などでございま

す。 

 なお、財源といたしましては、農集排水処理

施設機能診断調査業務委託に充当しました県補

助金４００万円、一般会計繰入金１５１万９０

００円、使用料２９３５万５０００円でござい

ます。 

 また、不用額が１７２万７０００円生じてお

りますが、主なものは、汚水処理施設管理委託

料及び汚泥引抜運搬手数料等の残などでござい

ます。 

 今後の方向性としましては、東陽地区及び泉

地区の中心部で実施しており、有効な生活排水

処理であるため、本事業を継続していくとして

おりますので、市による実施、現行どおりとい

たしております。 

 次に、歳入につきましては、平成２９年度八

代市特別会計歳入歳出決算書を用いまして御説

明をいたします。 

 決算書の１１０ページ、１１１ページをお願

いいたします。 

 なお、決算額につきましては、１０００円未

満を切り捨てて説明いたします。 

 まず、款１・分担金及び負担金の項１・分担

金、目１・農業集落排水事業費分担金でござい

ますが、市の条例に基づきまして、使用者にま

す設置工事費の一部を負担していただくことと

しておりまして、１世帯につき１０万円の負担

金を徴収しております。 

 収入済額は１０万円となっております。これ

は、東陽地区において、１件の公共ます設置工

事を実施したことによるものでございます。 

 次に、款２・使用料及び手数料でございます

が、項１・使用料、目１・農業集落排水処理施

設使用料では、収入額が３５８３万６０００円

で、昨年度より６３万８０００円の増となって

おります。 

 なお、現年分の収納率は、昨年度より０.３

ポイント増加し、９７.７％でございます。 

 今後とも財源を確保するために、粘り強く使
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用料の徴収を行い、収納率の向上に努めてまい

りたいというふうに思っております。 

 項２・手数料、目１・農業集落排水手数料

は、使用料に係る督促手数料で、収入済額３万

１０００円、延べ３１９件分でございます。 

 次に、款３・県支出金の項１・県補助金、目

１・農業集落排水事業費県補助金は、収入済額

が４００万円でございます。 

 これは、農集排水処理施設機能診断調査業務

委託の財源として充当したものでございます。 

 次に、款４・繰入金の項１、目１・一般会計

繰入金は、予算額６３２６万１０００円に対し

まして、収入済額が５８２１万２０００円でご

ざいます。 

 前年度より１１０万７０００円の減となって

おりますが、これは、主に元利償還金及び需用

費の減によるものでございます。 

 次に、１１２、１１３ページをお願いいたし

ます。 

 款６・諸収入の項２、目１・雑入は、収入済

額が９万３０００円でございます。これは、備

考欄に記載しております、東陽地区に係る消費

税の還付金でございます。 

 款７・市債の項１・市債、目１・農業集落排

水事業債は、収入済額が１０６０万円でござい

ます。 

 これは、備考欄に記載しております、東陽地

区及び泉地区に係る農業集落排水事業の資本費

平準化債でございます。 

 資本費平準化債とは、元金償還金を繰り延

べ、現在の利用者の負担を和らげ、今後の利用

者にも負担を求めるために発行する起債のこと

でございます。 

 なお、集落排水処理施設事業債の元金償還が

５０７６万４０００円でございますので、平成

２９年度末の現在高は３億７５９９万５０００

円で、前年度に比べまして４０１６万５０００

円減少いたしております。 

 以上、歳入合計収入済額は、１億８８７万４

０００円でございます。 

 以上で議案第１１９号・平成２９年度八代市

農業集落排水処理施設事業特別会計歳入歳出決

算の説明を終わらせていただきたいと思いま

す。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（堀 徹男君） 済みません、その２で

いけば２２５ページですかね、繰入金のところ

なんですけど、歳入歳出の総額に占める繰入金

の割合が、監査意見書も見たんですけど、法定

内のほうで４６％かな、ぐらいあるんですよ

ね、繰入金が。 

 法定内ということなので、何かしらの裏づけ

があって法定内というふうになっているとは思

うんですけれども、特別会計の趣旨からいく

と、基本的に使用料で将来的には全額、維持費

から賄うということなんでしょうけど、現状で

法定内で約半分近くを経費として賄っている現

状からですね、例えば公債費あたりがそれに当

たるのかなとは思うんですけど、将来的にです

ね、法定内とはいえ、一般会計からの繰入金が

４割近くを占めるまま続くものなんでしょう

か。何といいますかね、繰入金はどんどん圧縮

していって、使用料だけで賄える事業なんでし

ょうかねというのがお尋ねしたいんですけど。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） 確かにで

すね、本来は独立採算ということで、使用料等

で賄うべきであるというふうに考えておりま

す。 

 今、委員からもありましたように、基準内繰

入金というのがかなりの額を占めているのが現

状でございまして、これは、一般会計のほうに

環境に対する負荷という意味合いで交付税等を

いただいている分を、一般会計から基準内繰り

入れという形でいただいているような現状でご
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ざいます。 

 現状といたしますと、使用料で現在ですね、

回収率という言葉を使いますけれど、大体８５

％か６％、本来負担をいただくという金額でご

ざいますけど、いただいているような現状でご

ざいまして、その中にはあくまでもですね、先

ほど言いました交付税等で賄っていただいてい

るような基準内繰り入れというのは入ってない

ような現状でございますけど、先ほど言いまし

たように、本来、利用者の方々に負担いただく

この金額につきましては、４年前には７.９％

料金改定をさせていただいております。その４

年前には３７％というような改定をいたしてお

るような現状でございまして、現在も審議会開

催中でございまして、改定等をいただきながら

ですね、なるだけ早い時期に必要な経費の１０

０％を負担いただくという方向で今、４年で御

審議をいただいているという状況でございま

す。 

 以上でございます。 

○委員（堀 徹男君） 僕が欲しい答えじゃな

くてですね、事業費総額に占める割合が一般会

計からの繰入金で成り立っているわけですね、

半分ね。将来的にその繰り入れする額というの

は減るんですかと、率が。そういうめどってあ

るんですか。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） 結論から

言えば、減っていくというふうに考えておりま

す。なぜかといいますと、元利償還金等を含め

て、現在、減少しているような現状でございま

すので、当然減っていくというふうに考えてい

ます。 

 以上です。 

○委員（堀 徹男君） できれば、そういう何

かビジョンというのが示してあると思うんです

よね、将来的に何年したらペイできるというの

がですね。そういうのがあればですね、所管事

務調査の報告のときにでも、ぜひお示しいただ

ければと思います。はい、いいです。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） そこらに

ついては、現在、審議会でも、先ほど言いまし

たように、審議いただいているところでござい

ますので、機会等あれば御報告等をさせていた

だきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。

質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終わり

ます。 

 意見がありましたらお願いします。意見あり

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１１９号・平成２９年度八代市農業集

落排水処理施設事業特別会計歳入歳出決算につ

いて、これを認定するに賛成の方の挙手を求め

ます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

                              

◎議案第１２０号・平成２９年度八代市浄化槽

市町村整備推進事業特別会計歳入歳出決算 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第１２０

号・平成２９年度八代市浄化槽市町村整備推進

事業特別会計歳入歳出決算について、建設部か

ら説明願います。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） それで

は、引き続きまして議案第１２０号・平成２９

年度八代市浄化槽市町村整備推進事業特別会計

歳入歳出決算につきまして、平成２９年度にお

ける主要な施策の成果に関する調書・その２及

び決算書を用いまして御説明をいたします。 

 それでは、着座にて説明をさせていただきた
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いと思います。 

 それでは、お手元の主要な施策の成果に関す

る調書の２２７ページをお願いいたします。 

 まず、浄化槽市町村整備推進事業の決算額で

ございます。決算額合計は、歳入、歳出ともに

５４８０万９０００円で、実質収支額はゼロ円

でございます。 

 次に、２２８ページの上段をお願いいたしま

す。 

 これも、市町村設置浄化槽維持管理費でござ

います。 

 この事業は、東陽町、泉町の浄化槽市町村整

備推進事業区域において、市が主体となりまし

て設置した合併処理浄化槽の適切な維持管理を

行うことにより、当該地区の生活環境の向上を

図るとともに、公共用水域の水質を保全するも

のでございます。 

 平成２９年度の決算額は２７１９万７０００

円で、決算の主な内容といたしましては、浄化

槽設置基数４２７基のうち、実際に維持管理を

行っている４０７基に係る法定検査手数料１５

９万４０００円、浄化槽保守点検清掃業務委託

２４６５万９０００円などでございます。 

 なお、財源といたしましては、一般会計繰入

金１５９万７０００円、使用料など２５６０万

円でございます。 

 また、不用額が９６万８０００円生じており

ますが、主なものは、保守点検・清掃委託料の

残などでございます。 

 今後の方向性といたしましては、東陽地区及

び泉地区の農業集落排水処理区域外で実施して

おり、有効な生活排水処理であるため、本事業

を継続していくといたしておりますことから、

市による実施、現行どおりといたしておりま

す。 

 次に、下段をお願いいたします。 

 市町村設置浄化槽整備費でございます。 

 この事業は、東陽町、泉町の浄化槽市町村整

備推進事業区域において、合併処理浄化槽を設

置し、生活環境の向上を図るものでございま

す。 

 平成２９年度の決算額は、２９４万３０００

円でございます。決算の内容といたしまして

は、工事請負費２８４万円が主なものでござい

ます。 

 なお、財源は、浄化槽整備推進事業県補助金

４１万８０００円、浄化槽整備推進事業債２１

０万円、一般会計繰入金１２万５０００円、受

益者分担金３０万円でございます。 

 また、不用額が２２５万５０００円生じてお

りますが、その主なものは、合併処理浄化槽の

７人槽４基を設置予定としておりましたが、実

際は５人槽３基の設置申請にとどまったことに

よる工事請負費の残によるものでございます。 

 今後の方向性といたしましては、東陽地区及

び泉地区の農業集落排水処理区域外で実施して

おり、有効な生活排水処理であるため、市によ

る実施、現行どおりといたしております。 

 次に、歳入につきましては、平成２９年度八

代市特別会計歳入歳出決算書を用いまして御説

明をいたします。 

 決算書の１２６、１２７ページをお願いいた

します。 

 決算額につきましては、同様に１０００円未

満を切り捨てて御説明をいたします。 

 款１・分担金及び負担金の項１・分担金、目

１・浄化槽整備推進事業費分担金でございます

が、合併処理浄化槽を市で設置します際、条例

に基づきまして、１基当たり１０万円の分担金

を徴収いたしております。 

 当初予算額では、浄化槽４基分４０万円の分

担金を計上しておりましたが、浄化槽設置工事

が３件でございましたので、収入済額は３０万

円でございます。 

 次に、款２・使用料及び手数料でございます

が、項１・使用料、目１・浄化槽整備推進事業
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使用料は、収入済額２５５１万１０００円で、

前年度より１５万９０００円の減収でございま

した。これは、前年度の過年度収入が多かった

ためでございます。 

 なお、現年分の収納率は、昨年度より０.４

ポイント増加し、９７.７％でございます。 

 今後とも財源を確保するため、粘り強く使用

料の徴収を行い、収納率の向上に努めてまいり

たいと考えております。 

 項２・手数料、目１・浄化槽整備推進事業手

数料は、使用料に係る督促手数料で、収入済額

１万３０００円は、延べ１３９件分でございま

す。 

 次に、款３・県支出金の項１・県補助金、目

１・浄化槽整備推進事業費県補助金は、２９年

度に設置した浄化槽に対する補助金及び前年度

に設置した浄化槽に対する補助金で、予算額７

２万円に対し、収入済額は５８万円でございま

す。 

 款４・財産収入の項１・財産運用収入、目１

・利子及び配当金は、八代市浄化槽市町村整備

推進事業減債基金条例に基づく基金の利子受け

入れ分３０００円でございます。 

 次に、１２８、１２９ページをお願いいたし

ます。 

 款５・繰入金の項１、目１・一般会計繰入金

は、予算現額２５１６万８０００円に対し、収

入済額が２３７２万７０００円でございまし

て、前年度より１４４万４０００円の減額とな

っております。 

 次に、目２・基金繰入金の収入済額は、予算

額と同額の２５０万円でございます。 

 この基金は、将来の起債償還の償還財源とす

ることを目的としまして、旧東陽村及び旧泉村

が積み立てていたものを合併により継承したも

のでございます。 

 平成２８年度から２０２０年度、――平成３

２年度でございますが、まで、減債基金繰入基

金として、５年で取り崩しを行うものでござい

ます。 

 なお、平成２９年度末の基金残高は、５０３

万９０００円でございます。 

 次に、款７・諸収入の項２、目１・雑入は、

７万３０００円でございます。これは、泉地区

の消費税の還付金でございます。 

 次に、款８・市債、項１・市債、目１・浄化

槽整備推進事業債は、予算額４００万円に対し

まして、収入済額は２１０万円でございます。

これは、泉地区浄化槽整備事業の合併処理浄化

槽設置工事３件に伴うものでございます。 

 なお、浄化槽市町村整備推進事業債の元金償

還金が７１４万１０００円でございますので、

平成２９年度末の現在高は８８３８万８０００

円で、前年度に比べまして５０４万２０００円

減少いたしております。 

 以上、歳入合計収入済額は５４８０万９００

０円でございます。 

 以上で議案第１２０号・平成２９年度八代市

浄化槽市町村整備推進事業特別会計歳入歳出の

決算の説明を終わります。御審議のほどよろし

くお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（堀 徹男君） 済みません、これも同

じく、繰入金の件なんですけど、監査の意見書

を見てみますと、今度は、先ほどの農排水は法

定内の繰り入れのほうが多かったんですけど、

こっちは法定外で３２％かな、法定外の繰入金

ということで、繰入金が悪いとか何とかという

前にですね、この仕組みがさっきと同じように

変わって、自分の収入だけでやっていけるとき

がいつ来るんだろうなというのが一番知りたい

ところなんですよね。 

 基金も、先ほど５年で取り崩すという説明が

あったので、そこはもうちょっと納得はしたん
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ですけど、そのビジョンというかですね、そこ

ら辺が見えてるんですかね、そこをちょっとお

尋ねしたいんです。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） 先ほども

申しましたように、現在、こちらについても審

議会を開催しておりまして、諮問という形で示

した分につきましてはですね、今回の使用料の

アップ、それと大体、審議会は４年に一遍とい

うことで、料金の御検討をいただいているよう

な現状でございますので、今のビジョンという

か、中ではですね、次回４年後の審議会の中

で、同じ率ぐらいをアップすれば、本来、受益

者の方々で負担すべき金額を御負担いただける

んじゃないかというところで御審議をいただい

ているような現状でございます。 

 以上です。 

○委員（堀 徹男君） 初期投資ですよね、い

わゆる、建設しなくちゃいけない部分、これは

やっぱりどうしても一般会計から繰り入れたり

とか、起債をしたりとかせざるを得ない部分は

理解するんですよ。 

 ただ、事業のビジョンといいますかね、それ

が見えてこない。下水道もそうですけど、ビジ

ョンが示されれば、浄化槽にシフトしていくよ

うに、この事業に関してはですね、やっぱりど

うしてもせざるを得ない、浄化槽の設置とかっ

ていう事業ですから、仕方がない部分は理解す

るんですけど、その採算分岐点というかです

ね、そういうものがちょっと、視点がですね、

我々としては知りたいなというところはありま

すね。何かそういうのをつくっていただけれ

ば。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） 堀委員の

おっしゃることについては、農業集落排水と同

じような形で、何か資料あたりを提示した中で

御説明できないかというお話であろうかという

ふうに受けとめさせていただいたところでござ

います。 

 こちらについてもですね、説明できるような

機会がございましたら、あわせまして２事業の

分の内容と現在審議している内容含めた中でで

すね、御提示できればというふうに考えてま

す。 

 以上でございます。 

○委員（堀 徹男君） ありがとうございま

す。 

○委員長（中村和美君） ほか質疑ありません

か。 

○委員（山本幸廣君） 見方によって、監査の

報告がありますよね。その基準外については１

７００万ぐらいで、内訳についてはほとんど人

件費という状況の中で、監査報告がなされたわ

けです。 

 合併、この浄化槽とですね、農集排はです

ね、考え方がちょっと違うんですよね。これは

捉えていかないかぬと。農集排になりますと、

これはどうしてもですね、水俣病関係、環境関

係が一番盛んなときにですね、やはりこの農集

排の事業に着手をしたという経緯があって、そ

のときは正しい、私は事業だったと。正しい、

今でも正しいんですけどもですね、事業だった

と思います。泉とかですね、先駆的な、これは

事業なんです、農集排の。普通ならば、平地の

ところが農集排で取り組むべきだった。そうい

うことなんです。ところが、やはり山手のほう

でですね、これがいち早くやはり整備をとい

う、生活の向上のですね、促進に大変寄与され

た地域だと私は認識しております。 

 だと言って、繰入金が云々ということで、手

数料は、先ほど久木田課長が言われたようにで

すね、使用料で採算ベースがとれるとか、これ

はもう絶対とれません。先ほど言われたよう

に、私の感覚ではとれない。 

 浄化槽についてはですね、合併浄化槽につい

てはですね、この基準内の繰り入れというのは

人件費ですから、私は、この両事業というのは
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どんどんどんどん進めて、ある程度のペイにな

っていきませんけど、繰入金がないような状況

になるというのはもうなかなか難しいというよ

うに理解をしたいと、そのように思います。 

 答えは要りません。 

○委員長（中村和美君） それでは、質疑もな

いようでございますので、意見がありましたら

お願いします。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１２０号・平成２９年度八代市浄化槽

市町村整備推進事業特別会計歳入歳出決算につ

いて、これを認定するに賛成の方の挙手を求め

ます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 以上で、付託されました案件の審査は、全部

終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全て終了いた

しました。 

 これをもって建設環境委員会を散会いたしま

す。 

（午後１時４７分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成３０年１０月２日 

建設環境委員会 

委 員 長 
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